
●

高瀬のケヤキ

湯川

大川

（阿賀川）

「
キ
リ
シ
タ
ン
塚
」

寛
永
十
二
年
（
一
六
三

五
）
十
二
月
十
七
日
加

藤
明
成
に
よ
っ
て
、
キ

リ
シ
タ
ン
横
沢
丹
波
と

外
人
宣
教
師
ら
六
十
人

が
処
刑
さ
れ
た
場
所

「
女
隊
・
娘
子
軍
奮
戦
地
」
中
野
竹
子
殉
節
碑

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月
二
十
五
日
夜
九
時
頃
か
ら

三
十
分
間
、
柳
橋
の
北
約
六
百
㍍
で
、
会
津
坂
下
か
ら
若

松
城
下
へ
入
ろ
う
と
し
た
会
津
藩
士
二
五
〇
人
と
中
野
竹

子
や
母
こ
う
子
、
妹
・
優
子
ら
六
人
の
娘
子
隊
は
、
長
州

と
大
垣
藩
と
戦
い
ま
す
。
竹
子
は
銃
撃
を
眉
間
（
み
け

ん
）
に
受
け
二
十
二
歳
で
戦
死
。
妹
と
農
民
が
竹
子
の
首

を
切
落
し
会
津
坂
下
町
の
法
界
寺
に
運
び
埋
葬
し
ま
す
。

「
江
戸
時
代
・

会
津
藩
の
刑
場

跡
」
南
妙
法
蓮

華
経
と
書
か
れ

た
供
養
塔
が
あ

り
ま
す
。

「
新
選
組
受
難
地
」

慶
応
四
年
（
一
八
六

八
）
九
月
五
日
、
斎

藤
一
ら
新
選
組
十
三

人
が
西
軍
に
襲
わ
れ

た
場
所

神指城

神
指
城
と
越
後
街
道

「
高
瀬
の
ケ
ヤ
キ
」

樹
齢
推
定
約
六
百
年

の
大
木
。
神
指
城
が

造
ら
れ
る
前
か
ら
あ

り
ま
し
た

「
応
湖
川
（
お
お
こ
が
わ
）
」

今
は
無
く
湯
川
よ
り
広
か
っ
た

上
杉
景
勝
（
か
げ
か
つ
）
・
直
江

兼
続
（
か
ね
つ
ぐ
）
は
、
慶
長
三
年

会
津
に
百
二
十
万
石
の
領
主
と
し
て

会
津
に
入
り
ま
す
。
城
の
整
備
は
、

ま
ず
最
後
の
砦
（
と
り
で
）
と
な
る

会
津
美
里
町
本
郷
の
向
羽
黒
山
城
を

整
備
し
ま
す
。
向
羽
黒
山
城
の
整
備

が
完
了
す
る
と
、
新
し
い
城
と
し
て

「
神
指
城
」
の
工
事
を
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
三
月
十
八
日
に
、
八

万
か
ら
十
二
万
人
を
動
員
し
て
始
め

ま
す
。
徳
川
家
康
が
攻
め
て
き
た
こ

と
か
ら
六
月
十
日
に
工
事
を
中
止
し

ま
す
。

城
の
北
に
は
、
字
伊
丹
堂
が
あ
り
、

こ
れ
は
「
御
霊
堂
」(

み
た
ま
堂)

が

変
化
し
た
呼
び
名
で
、
そ
の
南
に
は

字
八
坊
跡
が
あ
り
、
八
つ
の
寺
が
途

中
ま
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

米
沢
移
封
と
な
り
取
り
壊
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
雲
洞
庵
は
磐

越
道
の
北
、
会
津
若
松
市
高
野
町
界

沢
に
洞
雲
寺
に
名
を
変
え
建
て
ら
れ

し
ば
ら
く
あ
り
ま
し
た
が
、
寺
は
会

津
若
松
市
街
地
と
市
内
大
戸
町
上
三

寄
へ
東(

洞)

雲
寺
と
し
て
移
転
し
ま

し
た
。

「
柳
橋
」

城
へ
石
垣
を
運

ぶ
た
め
柳
の
木

で
橋
を
架
け
た

石引道

「
酒
槽
（
さ
か

ふ
ね
）
」

築
城
時
、
酒
を

飲
ま
せ
た
場
所

「
高
瀬
」
と
は
、
湯
川
と
応
湖

川
が
合
流
し
、
高
い
波
が
立
っ
た

の
で
高
瀬
と
い
う
。
こ
の
場
所
は

広
く
な
っ
て
い
た
の
で
「
広
沢
」

の
ち
に
「
平
沢
」
と
呼
び
ま
し
た
。

江戸時代の

「越後街道」
「
高
瀬
の
福
昌
寺
」

会
津
三
十
三
観
音
の

一
つ
。
金
売
吉
六
の

墓
が
あ
り
ま
す
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